
市民芸術祭
 問い合わせ　生涯学習文化課　☎64-0500

期　日 時　間 催　し 場　所 入場料

９月５日(日) 11:00～　　 第14回北上民謡保存会発表会 さくらホール(中ホール) 500円

９月12日(日) 13:00～　　 黒沢尻歌舞伎公演／黒沢尻歌舞伎保存会

さくらホール(大ホール)

大人  2,000円
(当日2,300円)

高校･大学生 500円
中学生以下　無料

９月19日(日) 11:00～　　 第32回北上市民謡まつり／北上市民謡舞踊連絡協議会 1,000円

10月10日(日) 13:30～16:00 第17回きらめきコンサート／北上合唱連盟 500円

10月16日(土) 15:00～18:30 第47回｢秋の演奏会｣／北上地区高等学校音楽連盟 前売り400円
(当日500円)

10月17日(日) 13:30～　　 第44回北上市内音楽教室合同発表会／北上市内音楽教
室連合会 500円

10月23日(土) 18:30～20:30 第25回マンドリンコンサート／北上マンドリンアンサ
ンブル

さくらホール(中ホール) 無　料

10月24日(日)
8:00～16:00 北上市民俳句大会／北炎会、和賀町俳句会、江釣子俳

句会

北上駅東口よりバスにて
｢お滝さん｣｢鬼の館｣｢江
釣子古墳｣吟行
句会・生涯学習センター

投句料
一組1,000円

参加料1,000円
(昼食代含む)

13:00～17:00 第24回吟詠発表会／北上吟詠会 日本現代詩歌文学館 無　料

10月31日(日)
13:30～15:30 第14回奇術の祭典／北上アマチュア・マジック・クラブ さくらホール(中ホール) 無　料

14:00～16:00 吹奏楽愛好会アンサンブルソノリテ第12回定期演奏会 さくらホール(大ホール) 前売り400円
(当日500円)

北上地区会場 (舞台・集いなど )

期　日 時　間 催　し 場　所 入場料

10月30日(土)
～31日(日)

 9:00～16:00

江釣子地区文化祭　菊花展／江釣子地区文化祭実行委
員会

江釣子地区交流センター 無　料江釣子地区文化祭　総合美術展(生け花、生活展、農の
生花、幼児・小中学校作品、写真、書道、絵画、短歌、
俳句、陶芸、野焼き、水墨画、創作館作品、食堂、友
愛セール) ／江釣子地区文化祭実行委員会

江釣子地区会場

期　日 時　間 催　し 場　所 入場料

９月23日(木･祝) 13:00～　  　 和賀町文化祭　舞台部門　芸能まわり舞台／和賀町文
化祭実行委員会 山口自治公民館 無　料

和賀地区会場

期　日 時　間 催　し 場　所 入場料

９月18日(土)
～20日(月･祝) 10:00～18:00 盆栽展／北上盆栽和樹会

市民交流プラザ

無　料

９月23日(木･祝)
～28日(火)

10:00～18:00
28日は15:00まで

水墨画展覧会／北上水墨会

水石展示／北上愛石同好会

10月１日(金)
～４日(月)

10:00～18:00
４日は17:00まで

文芸展(詩、俳句、短歌、川柳作品展示)／北上詩の会、
北炎会、北上短歌協会、川柳北上吟社

10月９日(土)
　～11日(月･祝)

10:00～18:00
11日は17:00まで 北上市華道協会華道展

市民交流プラザ
リボン橋

10月30日(土)～
11月３日(水･祝)

10:00～18:00
3日は17:00まで 書道展／北上書道協会 市民交流プラザ

北上地区会場(展示など)

市内の芸術文化団体が日ごろの活動の成果を発表します。ぜひご覧ください。

第20回 市民芸術祭

－ －6平成22年８月27日

※11月以降の催しについては、10月22日号に掲載する予定です。

【９月～10月開催分】



市市の動き

－ �－ 第468号

県に対し、要望書の説明をする伊藤市長(左
から２人目)

　

市
と
岩
手
県
と
の
政
策
協
議
は

７
月
30
日
、
北
上
地
区
合
同
庁
舎

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

市
は
14
項
目
を
要
望
。
伊
藤
市

長
は
新
規
の
要
望
項
目
を
中
心
に

内
容
を
説
明
し
ま
し
た
。
国
体
へ

向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、

施
設
の
改
修
・
整
備
に
係
る
財
政

支
援
を
要
望
。
県
立
北
上
病
院
跡

地
に
つ
い
て
は
、
防
犯
上
の
問
題

消
防
団
協
力
事
業
所
表

示
証
を
新
た
に
交
付

　

市
は
、
複
数
の
従
業
員
を
消
防

団
員
と
し
て
入
団
さ
せ
て
い
る
事

業
所
や
、
災
害
時
な
ど
に
消
防
団

に
資
機
材
の
提
供
の
協
力
を
行
っ

て
い
る
事
業
所
な
ど
に
対
し
、
北

　

第
１
回
北
上
し
ら
ゆ
り
大
使
懇

談
会
は
９
日
、
ホ
テ
ル
シ
テ
ィ
プ

ラ
ザ
北
上
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
ら
ゆ
り
大
使
は
、
首
都
圏
で

北
上
市
に
関
す
る
情
報
を
発
信
し
、

市
の
発
展
に
役
立
つ
情
報
の
提
供

や
助
言
を
す
る
役
割
を
担
い
ま
す
。

本
年
度
は
、
市
の
出
身
者
や
市
に

ゆ
か
り
の
あ
る
19
人
へ
委
嘱
。
こ

の
う
ち
14
人
が
懇
談
会
へ
出
席
し

ま
し
た
。

　

懇
談
会
で
伊
藤
市
長
は｢

気
兼

ね
な
く
発
言
し
、
提
案
を
い
た

だ
き
た
い｣

と
あ
い
さ
つ
。
市
の

さまざまな意見を交換し合うしらゆり大使
の皆さんと市関係者

北
上
し
ら
ゆ
り
大
使

懇
談
会
開
催

市
の
要
望
を
県
へ
説
明

近
況
に
つ
い
て
も
報
告
し
ま
し
た
。

　

し
ら
ゆ
り
大
使
か
ら
は｢

学
校

統
合
に
つ
い
て
、
子
ど
も
た
ち
に

は
30
人
以
上
の
学
級
が
よ
い
と
い

う
意
見
も
あ
る｣｢

冬
の
観
光
に
も

力
を
い
れ
て
ほ
し
い｣｢

郊
外
だ
け

で
な
く
、
街
中
の
魅
力
を
市
民
み

ん
な
で
つ
く
っ
て
は
ど
う
か｣

な

ど
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

翌
10
日
に
は
更
木
ふ
る
さ
と
興

社
、
更
木
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
を

訪
れ
、
同
地
区
の
桑
資
源
を
生
か

し
た
取
り
組
み
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

懇
談
会
は
年
２
回
、
都
内
と
市

内
で
行
わ
れ
ま
す
。

し
ら
ゆ
り
大
使
委
嘱
者(

敬
称
略)

○
伊
藤
淳(

東
海
商
船(

株)

代
表
取

締
役
社
長
・
上
江
釣
子
出
身)

○

梅
木
武
夫(

元
神
奈
川
県
議
会
議

員
・
二
子
町
出
身)

○
大
杉
悦
子

((

有)

大
杉
ニ
ッ
ト
主
宰
・
本
通
り

出
身)

○
小
野
智
子(

ヨ
ガ
指
導
者)

○
折
笠
英
夫(

杉
産
業(

株)

会
長
・

上
市
消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
証

を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

新
た
に
次
の
事
業
所
に
表
示
証

を
交
付
し
ま
し
た
。

○(

株)

丸
重
○
北
上
農
業
協
同
組

合
北
上
統
括
支
店
○(

株)

東
北
佐

竹
製
作
所(

７
月
13
日
付
け)

　

今
回
で
、
交
付
を
受
け
た
協
力

事
業
所
は
15
社
と
な
り
ま
し
た
。

認
定
の
有
効
期
間
は
、
認
定
の
日

か
ら
２
年
。
表
示
証
は
事
業
所
な

ど
に
掲
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
…
消

防
防
災
課  　
　

３
７
１
２

北
上
ふ
る
さ
と
会
名
誉
会
長
・
口

内
町
出
身)

○
片
方
善
治(

情
報
文

化
学
会
名
誉
会
長
・
北
上
市
姉
妹

都
市
・
友
好
都
市
委
員
長
・
市
工

業
振
興
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・
黒
沢

尻
町
出
身)

○
黒
田
佳
子(

詩
人
・

井
上
靖
記
念
文
化
財
団
評
議
員)

○
後
藤
昌
次
郎(

弁
護
士
・
本
通

り
出
身)

○
清
水
孝
子((

有)

本
牧

亭
代
表
取
締
役)

○
関
満
博(

一
橋

大
学
大
学
院
商
学
研
究
科
教
授
、

市
工
業
振
興
ア
ド
バ
イ
ザ
ー)

○

高
橋
洋
明(

北
上
ふ
る
さ
と
会
会

長
・
和
賀
町
長
沼
出
身)

○
中
津

攸
子(

作
家)

○
松
井
利
夫((

株)

ア

ル
プ
ス
技
研
創
業
者
最
高
顧
問
・

(

財)

起
業
家
支
援
財
団
理
事
長
・

北
上
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
ア
カ
デ
ミ

ー
設
置
検
討
委
員
・
市
工
業
振
興

ア
ド
バ
イ
ザ
ー)

○
三
隅
治
雄((

財)

民
族
芸
術
交
流
財
団
理
事
長
・
中

野
区
立
歴
史
民
俗
資
料
館
名
誉
館

長)

○
三
田
善
太
郎(

在
京
専
修
大

学
北
上
高
等
学
校
同
窓
会
会
長
・

鬼
柳
町
出
身)

○
三
田
紀
房(

漫
画

家
・
本
通
り
出
身)

○
三
堀
裕
雄

(

旅
行
ラ
イ
タ
ー
＆
エ
デ
ィ
タ
ー
・

ｍ
２
代
表
・
岩
手
県
銀
河
系
ふ
る

さ
と
大
使)

○
吉
井
一
弥((

財)

民

間
都
市
開
発
推
進
機
構
副
理
事

長
・
黒
沢
尻
小
卒)

○
渡
辺
嘉
二

郎(

法
政
大
学
理
工
学
部
教
授
・

市
工
業
振
興
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・
立

花
出
身)

内
線

も
あ
り
早
期
有

効
活
用
を
求
め

ま
し
た
。
後
藤

野
工
業
団
地
整

備
事
業
で
は
、

今
後
の
産
業
振

興
や
雇
用
確
保

を
視
野
に
入
れ

た
整
備
の
支
援

に
理
解
を
求
め

ま
し
た
。
北
上
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・

ア
カ
デ
ミ
ー
の
存
続
に
つ
い
て

は
、
市
内
外
の
高
校
か
ら
そ
の
重

要
性
を
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を

挙
げ
、
県
南
部
に
お
け
る
人
材
育

成
の
取
り
組
み
の
高
さ
を
訴
え
ま

し
た
。
ま
た
、
農
業
に
関
し
て
伊

藤
市
長
は｢

農
業
の
基
盤
が
し
っ

か
り
し
て
い
る
こ
と
は
企
業
に
と

っ
て
も
大
事｣

と
話
し
、
農
家
支

援
に
つ
い
て
も
触
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
藤
尾
善
一
県
南

広
域
振
興
局
長
は｢

当
局
で
も
優

秀
な
人
材
を
安
定
し
て
供
給
で
き

る
こ
と
が
一
番
だ
と
考
え
る
。
市

と
一
緒
に
な
っ
て
課
題
解
決
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い｣

と

述
べ
ま
し
た
。




